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中
小
企
業
は
規
模
の
概
念
で
あ
っ

て
、
共
通
し
た
特
徴
を
表
す
も
の
で
は

な
い
。
中
小
企
業
は
実
に
多
様
性
に
富

ん
で
い
る
。
今
や
世
界
に
冠
た
る
多
国

籍
企
業
も
創
業
時
は
中
小
企
業
で
あ
っ

た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
露
天
商
も
、
街
角

の
雑
貨
店
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
も
中
小

企
業
で
就
業
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

一
村
一
品
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
伝
統
的

手
工
芸
品
を
製
造
し
て
い
る
職
人
も
こ

の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
日
本
で
は
中
小

企
業
基
本
法
に
基
づ
き
、
資
本
金
と
従

業
員
数
で
特
定
の
規
模
を
下
回
る
会
社

ま
た
は
個
人
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な

ぜ
中
小
企
業
が
発
展
途
上
国
に
お
い
て

重
要
な
の
か
を
日
本
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、五
つ
の
観
点
か
ら
ま
と
め
て
み
る
。

一
．
雇
用
に
占
め
る
高
い
比
率

　

各
国
の
就
業
者
の
う
ち
大
部
分
が
中

小
企
業
で
働
い
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年

の
経
済
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
日
本
の

民
営
事
業
所（
非
農
業
）の
う
ち
六
〇
％

は
従
業
者
が
一
〜
四
人
の
事
業
所
で
あ

り
、
さ
ら
に
二
〇
％
が
五
〜
九
人
の
事

業
所
で
あ
る
。
従
業
者
総
数
に
占
め
る

比
率
で
も
七
三
％
は
従
業
者
が
一
〇
〇

人
未
満
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
。
発

展
途
上
国
で
も
こ
の
比
率
は
高
い
。
企

業
規
模
に
つ
い
て
の
経
済
学
の
理
論
が

町
北
論
文
の
な
か
で
整
理
さ
れ
て
い

る
。

　

開
発
戦
略
を
考
え
る
際
も
、
近
代
的

部
門
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
雇
用

が
限
ら
れ
て
い
る
以
上
、
既
存
の
伝
統

的
部
門
や
新
た
に
農
村
部
で
発
展
す
る

サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興
に
も
配
慮
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
元
手
に
農
村
の
女
性
が
副
業
と
し
て

始
め
た
小
さ
な
店
も
中
小
企
業
で
あ

る
。
農
村
部
で
農
業
以
外
の
就
業
機
会

が
広
が
る
と
、
農
家
に
副
業
収
入
が
入

る
よ
う
な
り
、
低
所
得
層
の
収
入
が
増

え
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
作
人

や
農
業
労
働
者
は
地
主
に
対
す
る
交
渉

力
を
向
上
さ
せ
、
農
村
の
社
会
構
造
が

変
化
し
て
い
く
。
吉
田
は
ア
フ
リ
カ
農

村
に
お
け
る
起
業
と
集
団
化
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
塩
田
が
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
一
企
業
家
が
社
会
の

変
化
に
合
わ
せ
て
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ

ス
を
発
展
さ
せ
た
か
を
論
じ
て
い
る
。

二
．
労
働
市
場
の
二
重
構
造

　

大
企
業
の
正
規
労
働
者
に
は
安
定
し

た
雇
用
が
保
障
さ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、
中
小
企
業
労
働
者
の
雇
用
は
不
安

定
で
あ
る
。
ま
た
、
賃
金
も
福
利
厚
生

も
大
企
業
の
方
が
有
利
で
あ
る
。
就
業

者
の
大
部
分
を
占
め
る
中
小
企
業
就
業

者
の
福
利
厚
生
を
無
視
し
て
は
社
会
福

祉
の
議
論
は
成
り
立
た
な
い
。
第
一
七

回
国
際
労
働
統
計
家
会
議
で
は
非
正
規

雇
用
（in

fo
rm
al em

p
lo
ym
en
t

）
と

し
て
大
企
業
内
の
非
正
規
従
業
員
と
中

小
企
業
の
個
人
事
業
主
・
従
業
員
が
共

に
非
正
規
雇
用
に
含
ま
れ
て
い
る
。
両

者
は
収
入
が
低
く
、
雇
用
が
安
定
し
て

い
な
い
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　

雇
用
の
「
二
重
構
造
」
は
農
村
部
の

過
剰
労
働
力
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

大
企
業
の
正
規
労
働
者
に
参
入
で
き
る

の
は
、
ス
キ
ル
と
学
歴
を
備
え
た
人
材

に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
農
村
の
過
剰

人
口
は
都
市
部
へ
と
流
れ
込
み
、
非
正

規
雇
用
で
の
就
業
機
会
を
模
索
す
る
。

日
本
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期
の
一

九
六
〇
年
代
に
労
働
力
過
剰
か
ら
労
働

力
不
足
へ
と
転
換
し
、
大
企
業
と
中
小

企
業
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
て
い
っ

た
。
発
展
途
上
国
の
多
く
で
は
現
在
で

も
農
村
か
ら
過
剰
人
口
が
都
市
部
に

次
々
と
流
入
し
て
く
る
た
め
、
中
小
企

業
で
の
労
働
条
件
は
劣
悪
で
あ
る
。
中

国
で
は
農
民
工
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
し
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
も
二
重

構
造
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。し
か
し
、

低
賃
金
と
い
え
ど
も
雇
用
が
創
出
さ
れ

る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
。

三
．
工
業
化
の
進
展
と
中
小
企
業

　

工
業
化
が
進
展
し
て
い
く
過
程
で
、

近
代
的
工
業
と
在
来
の
伝
統
的
工
業
が

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
く
か
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
一

九
世
紀
末
に
近
代
的
技
術
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
導
入
さ
れ
る
以
前
に
、
綿
花
栽
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培
が
普
及
し
、
各
地
で
伝
統
的
技
術
に

基
づ
く
手
織
業
者
、
産
地
問
屋
、
綿
糸

布
加
工
業
者
が
集
積
し
た
産
地
が
各
地

に
形
成
さ
れ
て
い
た
。
在
来
部
門
で
あ

る
産
地
綿
織
物
業
は
明
治
前
半
期
ま
で

に
手
紡
糸
か
ら
輸
入
糸
へ
、
そ
し
て
国

産
機
械
製
紡
績
糸
へ
と
速
や
か
に
原
料

を
転
換
し
て
い
っ
た
。
地
元
で
生
産
さ

れ
る
手
紡
糸
か
ら
機
械
製
紡
績
糸
に
転

換
さ
れ
る
際
に
は
、
産
地
綿
織
物
業
に

対
し
て
綿
糸
を
供
給
し
、
生
産
さ
れ
た

綿
織
物
を
販
売
す
る
産
地
問
屋
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う
し
て
近
代

的
紡
績
業
は
国
内
に
販
路
を
確
保
で
き

た
た
め
に
、
発
展
で
き
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
や
が
て
産
地
綿
織
物
業
で

は
力
織
機
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
経
営
形

態
も
問
屋
制
家
内
工
業
か
ら
工
場
へ
と

発
展
し
て
い
く
。
一
九
二
〇
年
代
に
入

る
と
、
製
品
を
多
様
化
す
る
と
と
も
に

輸
出
向
け
生
産
を
開
始
し
、
め
ざ
ま
し

い
発
展
を
遂
げ
る
産
地
が
現
れ
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、技
術
革
新
、

製
品
の
多
角
化
、
輸
出
へ
の
参
入
は
経

営
者
の
判
断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
中
小
企
業
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
が
発
揮
さ
れ
て
こ
そ
、
環
境
の
変
化

へ
の
適
用
は
可
能
と
な
る
。
丁
可
は
中

国
に
お
い
て
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中

小
企
業
の
発
展
に
い
か
に
貢
献
し
た
か

を
論
じ
て
い
る
。

四
．
産
業
構
造
の
変
化
と
参
入

　

経
済
発
展
と
と
も
に
産
業
構
造
も
変

化
し
て
い
く
。
Ｉ
Ｔ
の
よ
う
な
新
興
産

業
の
担
い
手
と
な
る
の
も
中
小
企
業
で

あ
る
し
、
ま
た
衰
退
産
業
で
失
職
し
た

労
働
者
の
受
け
皿
と
な
る
の
も
中
小
企

業
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
働
い
て
い
た
工

場
が
倒
産
し
、
路
頭
に
迷
っ
た
労
働
者

が
露
店
商
を
始
め
る
こ
と
も
あ
る
。
つ

ま
り
、
中
小
企
業
は
大
企
業
に
比
べ
て

参
入
が
容
易
で
あ
る
。
中
小
企
業
は

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ニ
ッ
チ
が
あ
れ
ば
、
す

か
さ
ず
そ
こ
に
参
入
し
、
高
収
益
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
村
隆
英
は
日

本
に
お
い
て
中
小
企
業
の
方
が
大
企
業

よ
り
も
利
潤
率
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
一
方
で
、
中
小
企
業
は
資
本

基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
シ
ョ
ッ
ク

に
弱
く
、倒
産
し
や
す
い
。つ
ま
り
、「
多

産
多
死
型
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

岩
崎
は
イ
ラ
ン
で
ア
パ
レ
ル
製
造
業
者

が
中
国
製
ア
パ
レ
ル
輸
入
業
者
に
業
種

転
換
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
中
小
企
業
は
状
況
の
変
化
に
応
じ

て
素
早
く
対
応
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
を
持
っ
て
い
る
。

　

新
し
い
産
業
が
勃
興
す
る
た
め
に
は

多
数
の
企
業
が
新
規
参
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
多
国
籍
企
業
の
工
場
が
設

立
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
部
品
や

原
料
を
供
給
す
る
関
連
産
業
が
育
成
さ

れ
な
け
れ
ば
、
多
国
籍
企
業
の
途
上
国

に
与
え
る
効
果
は
限
定
さ
れ
る
。
新
規

参
入
を
促
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
中
小

企
業
政
策
が
重
要
と
な
る
。
中
川
は
北

朝
鮮
に
お
い
て
は
地
方
産
業
の
発
展
が

中
央
政
府
の
投
資
い
か
ん
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

五
．
産
業
集
積
と
中
小
企
業

　

特
定
の
域
内
に
多
数
の
企
業
が
集

ま
っ
て
い
る
産
業
集
積
地
を
大
き
く
分

類
す
る
と
二
つ
考
え
ら
れ
る
。

⑴ 

企
業
城
下
町
型
集
積
：
大
企
業
を
中

心
に
下
請
企
業
群
が
立
地
し
て
い

る
。

⑵ 

産
地
型
集
積
：
特
定
業
種
に
属
す
る

企
業
が
特
定
地
域
に
集
中
立
地
し
て

い
る
。
日
本
で
は
金
属
洋
食
器
、
刃

物
の
新
潟
県
燕
・
三
条
地
域
が
代
表

例
で
あ
る
。
発
展
途
上
国
に
も
多
数

見
ら
れ
、W

o
rld
 D
evelo

p
m
en
t

誌
が
一
九
九
九
年
九
月
号
で
「
ク
ラ

ス
タ
ー
と
工
業
化
」
と
い
う
特
集
を

組
ん
で
い
る
。

産
業
集
積
の
効
果
は
経
済
学
の
教
科
書

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
市
場
や
技
術
に

つ
い
て
の
情
報
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
で

外
部
経
済
の
恩
恵
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
日
本
を
含
む
多
く
の
国
で
産

業
集
積
地
を
い
か
に
活
性
化
さ
せ
る
か

に
中
小
企
業
政
策
の
重
点
が
移
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
産
業
集
積
が
常
に
プ
ラ

ス
の
効
果
を
生
む
と
は
限
ら
な
い
。
産

地
型
集
積
に
お
い
て
は
、
特
定
業
種
へ

の
依
存
度
が
高
く
、
工
程
を
細
分
化
し

て
い
る
た
め
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
燕
・
三
条
地
域
で
は
工
程
間
の
分

業
が
発
展
し
、
中
国
か
ら
の
輸
入
品
へ

の
対
応
で
後
れ
を
と
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
小
企

業
は
雇
用
の
創
出
と
維
持
、
労
働
市
場

の
二
重
構
造
、
在
来
産
業
の
近
代
化
、

産
業
構
造
の
変
化
、
産
業
集
積
と
い
っ

た
面
か
ら
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

（
う
ち
か
わ　

し
ゅ
う
じ
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

研
究
支
援
部
長
）
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